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　京都創造者大賞 2012の授賞式が

９月10日に京都産業大学壬生校地

むすびわざ館で行われました。

　264件の候補団体または個人のう

ち、企業部門では、86件の候補団体

があり、その中から京都銀行が京都

創造者賞企業部門を受賞されました。

　京都創造者大賞は、京都ブランド

のイメージや都市格向上などに貢献した個人や団体を表彰するものです。

　京都銀行では、地域の発展に向け京都の素晴らしさを見直し京都を

愛するこころを広げようと京都市内の有名な神社仏閣だけではなく、

府内全域を対象として市民も知らない風景や祭事、人々の暮らしなど

を撮影した「ＩLove Kyoto」ポスターの制作を昭和 57年から始めて今

年で 30年の節目を迎えられます。

　中西広報部長は、今回の受賞に際し、制作に協力いただいた皆様の

おかげと感謝し、今後も制作を続けていきたいと語っておられました。

●�来年４月に入学するのは、平成18年

４月２日～平成19年４月１日に生ま

れた児童です。

●�「入学届」の用紙を、区役所から10

月 22日（月）頃郵送しますので、11

月２日（金）までに指定の学校に提

出してください。

●�もし、用紙が届かない場合は、お住

まいの地域の区役所市民窓口課（☎

371-7192）へお問い合わせください。

●�就学時健康診断の日程については、

「入学届」の提出時に学校にご確認

ください。

●�なお、来年、中学校へ入学される方

の入学手続き等は、来年１月です。

問　�指定の学校又は市教育委員会調査

課（☎ 222-3772）

　　�就学時健診については、指定の学

校又は市教育委員会体育健康教育

室学校保健担当（☎ 708-5321）

　

平
成
24
年
８
月
１
日
に
観
光
地

美
化
奉
仕
団
体
（
個
人
）
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
永
松
高
瀬
川
保
勝

会
が
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
感
謝
状
は
、
社
団
法
人
日

本
観
光
振
興
協
会
関
西
支
部
長
か

ら
観
光
地
の
美
化
に
長
く
奉
仕
さ

れ
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
す
。

　

永
松
高
瀬
川
保
勝
会
は
永
松
自

治
連
合
会
に
所
属
す
る
各
種
団
体

の
一
つ
で
、
主
な
活
動
範
囲
は
四

条
か
ら
五
条
の
間
の
高
瀬
川
と
な

っ
て
お
り
、
桜
の
名
所
を
作
る
目

的
で
活
動
を
始
め
ら
れ
て
約
40
年

に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
ほ
た
る
の

育
成
に
情
熱
を
注
ぎ
、
高
瀬
川
の

水
量
が
安
定
す
る
こ
と
を
望
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。

　

普
段
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
が

個
々
に
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

祇
園
祭
前
と
お
正
月
前
に
は
、

周
辺
の
町
内
会
の
協
力
や
子
ど
も

た
ち
の
参
加
で
大
規
模
な
清
掃
活

動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

８
月
に
は
少
年
補
導
委
員
会
が

中
心
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
た
高
瀬

川
で
の
川
遊
び
に
、
た
く
さ
ん
の

洛
央
小
学
校
の
生
徒
や
保
護
者
が

参
加
し
て
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

金
子
明
（
か
ね
こ
あ
き
ら
）
会
長

は
、
こ
れ
か
ら
の
高
瀬
川
を
春
に
は

桜
が
咲
き
ほ
こ
り
、
そ
し
て
ホ
タ
ル

が
舞
い
、
夏
に
は
子
ど
も
た
ち
が
川

に
入
っ
て
魚
を
追
い
、
水
遊
び
を
す

る
、
こ
の
よ
う
な
環
境
を
作
る
こ
と

を
目
指
し
て
活
動
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

淳
風
自
治
連
合
会
や
各

種
団
体
、
淳
風
小
学
校
、

淳
風
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
毎
年
夏

に
淳
風
小
学
校
や
学
校
周

辺
を
き
れ
い
に
す
る
美
化

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
８
年
に
海
の
日
が

制
定
さ
れ
て
か
ら
、
当
初

は
淳
風
自
治
連
合
会
で
小

学
校
周
辺
と
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
を
淳
風
ま
つ
り
の
開
催

に
合
わ
せ
て
清
掃
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
淳
風
小
学
校
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
も
取
り
組
み
に
賛

同
さ
れ
、
毎
年
200
名
近
く

の
方
が
参
加
し
、
美
化
デ

ー
と
し
て
地
域
全
体
で
学

校
内
外
の
清
掃
を
行
っ
て

い
ま
す
。
普
段
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
は
手
の
届
か
な

い
と
こ
ろ
の
掃
除
や
重
た

い
側
溝
の
蓋
を
持
ち
あ
げ

て
、
溝
さ
ら
い
、
通
学
路

の
街
路
樹
の
伐
採
、
学
校

周
辺
の
草
取
り
な
ど
を
子

ど
も
た
ち
と
地
域
で
力
を

合
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
子
ど
も
た
ち

が
き
れ
い
な
通
学
路
や
学

校
で
夏
休
み
明
け
を
過
ご

せ
る
よ
う
に
、
９
月
２
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

少
年
野
球
チ
ー
ム
に
所

属
し
て
い
る
淳
風
小
学
校

４
年
生
の
田
中
祐
弥
君
と

谷
口
雅
明
君
は
美
化
デ
ー

に
参
加
す
る
の
は
３
回
目
。

チ
ー
ム
の
仲
間
と
と
も
に

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
掃

除
を
頑
張
り
ま
し
た
。

　

二
人
と
も
普
段
の
掃
除

で
は
取
り
き
れ
な
い
ホ
コ

リ
や
ゴ
ミ
を
地
域
の
方
と

一
緒
に
掃
除
し
て
、
気
持

ち
よ
く
学
校
へ
通
え
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。

◆�平成25年度保育所及び昼間里親入所申込書の配布
　来年４月から入所を希望される方には、入所申込書を 11 月１日（木）から

福祉事務所及び各保育所（新設園を除く）でお渡しします。

　また保育を必要とする生後 57 日目～３歳未満児を対象とする本市独自事業

である昼間里親については、福祉事務所で受け付けます。入所申込書の配布

は、11 月１日（木）から福祉事務所及び各昼間里親でお渡しします。　

問　支援課支援第１担当（☎ 371-7218）

昨年の行列（南区山王
学区）の様子

今年もたくさんの方が
参加されました

京都創造者大賞が発表されました
　

10
月
22
日
は
794
年
（
延
暦
13
年
）

に
桓
武
天
皇
が
平
安
京
に
都
を
移
さ

れ
た
日
で
あ
り
、
１
８
９
５
年
（
明

治
28
年
）
に
平
安
遷
都
１
１
０
０
年

を
記
念
し
て
平
安
神
宮
が
創
建
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
際
、
市
民
に
よ
り
平

安
講
社
が
組
織
さ
れ
、
遷
都
の
日
を

記
念
し
、
時
代
祭
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

明
治
維
新
か
ら
延
暦
時
代
の
風
物

な
ど
の
変
遷
を
再
現
す
る
時
代
風
俗

行
列
は
現
在
20
列
あ
り
、
祇
園
祭
、

葵
祭
と
と
も
に
京
都
三
大
祭
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
そ
の
行
列
の
う
ち
、
２
つ

の
平
安
講
社
で
下
京
区
内
の
学
区
が

大
当
番
を
務
め
ら
れ
ま
す
。

●
城
南
流
鏑
馬
列

　

鎌
倉
時
代
を
担
当
す
る
平
安
講
社

第
四
社
の
城
南
流
鏑
馬
列
は
、
格
致

学
区
を
含
む
下
京
区
と
中
京
区
の
10

学
区
で
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

は
10
年
ぶ
り
に
格
致
学
区
が
大
当
番

の
年
に
当
た
り
、
一
番
大
将
を
設

え
、
５
組
の
大
将
と
と
も
に
行
列
を

率
い
ま
す
。　

　

10
年
ぶ
り
の
大
当
番
で
一
番
大
将
を

務
め
ら
れ
る
竹
村
格
（
た
け
む
ら
た
だ

し
）
さ
ん
は
、
学
区
に
長
く
貢
献
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
大
将
を

経
験
さ
れ
た
方
々
に
よ
る
大
将
会
で
推

薦
さ
れ
ま
し
た
。
竹
村
さ
ん
は
33
年

前
、
お
父
さ
ん
が
大
将
を
務
め
ら
れ
た

と
き
、
大
将
を
補
佐
す
る
郎
党
を
務

め
、
甥
御
さ
ん
が
童
を
務
め
ま
し
た
。

　

今
回
、
ご
自
身
が
一
番
大
将
を
、
息

子
さ
ん
が
郎
党
を
、
お
孫
さ
ん
が
童

を
務
め
ら
れ
、
３
代
で
２
回
目
の
隊

列
を
率
い
る
役
を
務
め
ま
す
。「
一
番

大
将
に
推
薦
さ
れ
た
こ
と
は
と
て
も

光
栄
で
す
。
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
方
々
や
こ
の
度
声
援
を
く
だ
さ

る
方
々
、
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ

る
方
々
へ
お
礼
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

時
代
祭
当
日
、
城
南
流
鏑
馬
列
は

元
格
致
小
学
校
を
午
前
10
時
頃
出
発

し
、
油

小
路
通

を
通
っ

て
京
都

御
所
へ

向
か
い

ま
す
。

●
徳
川
城
使
上
洛
列

　

こ
の
行
列
を
行
う
平
安
講
社
第
六

社
は
下
京
区
と
南
区
の
６
学
区
で
編

成
さ
れ
、
徳
川
幕
府
か
ら
朝
廷
へ
向

か
う
行
列
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
24

年
ぶ
り
の
大
当
番
で
あ
る
醒
泉
学
区

で
は
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
各
種

団
体
長
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
下
司
正

男（
げ
し
ま
さ
お
）
さ
ん
が
城
使
を
務

め
、
跡
乗
り
番
頭
に
森
常
夫
（
も
り

つ
ね
お
）
さ
ん
、
目
付
頭
に
川
橋
吉

春
（
か
わ
は
し
よ
し
は
る
）
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
騎
乗
さ
れ
200
人
に
の
ぼ
る

行
列
を
率
い
ま
す
。

　

醒
泉
学
区
で
は
５
年
前
か
ら
今
年

の
大
当
番
に
備
え
、
地
域
の
皆
様
が

準
備
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

下
司
さ
ん
は
、「
大
変
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
と
て

も
光
栄
で
す
。
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
一
緒

に
騎
乗
し
ま
す
」
と
話
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　

徳
川
城
使
上
洛
列
は
午
前
９
時
頃

醒
泉
学
区
内
を
回
ら
れ
ま
す
。

　

10
月
22
日
時
代
祭
の
日
に
は
、
区

内
か
ら
出

発
す
る
２

行
列
に
声

援
を
お
願

い
し
ま
す
。

下京区社会福祉協議会より 
下京区ボランティアサークル
連絡会の活動を紹介します。

　「有隣ワンダークラブ」は、1998年（平成10年）に結成以来、マジ
ック、大道芸（皿回し、玉すだれ）の披露や簡単なマジックを教える
など、地域の行事を中心に、子どもから高齢者まで楽しめる演出で、
数多くの舞台活動をしています。会員は男性８名、女性１名です。
　これまで、各学区の敬老会、シルバー大会、子ども会、地蔵盆、梅
小路公園での舞台オープンセレモニー、平安神宮神

し ん し ん ぎ ょ う じ

賑行事などへ出張
し、活動してきました。
　好奇心いっぱいで見つめる子どもたちの目、タネを見破ろうと目を
皿のようにして見つめる大人の目、あっけにとられて拍手するお年寄
りの目、その目と拍手がメンバー一人ひとりの活動の原動力になって
います。
　当日、会場の方が簡単なマジックを教わることもできます。
　出張出演、大歓迎！ぜひ、ご相談ください。
※活動の条件
●準備に１時間程度時間をいただきます。
●出演時間は20～30分程度です。
●必要な備品はカセットデッキまたはＣＤデッキです。
●�会場の方がマジックを教わる場合、実費をご負担いただく場合があ
ります。
　希望者は下記までお尋ねください。
問　下京区社会福祉協議会（☎361-1881）

有隣ワンダークラブ

永松高瀬川保勝会に感謝状が贈呈されました

格致学区が城南流
や ぶ さ め

鏑馬列10年ぶり、
醒泉学区が徳川城

じょう

使
し

上
じょう

洛
ら く

列24年ぶりの大当番時代祭

淳風美化デー

地域全体で学校
を美しくしました

来年４月小学校へ入学する新１年生の保護者の方へ

33 年前の写真（竹村
さんは写真左）

京都銀行広報部の皆様


